
表１ 北海道レッドデータブック・カテゴリーの具体的要件
(平成１３年３月修正)

区分及び基本概念 具 体 的 要 件

本道において、過去に生息・生育したことが確認されており、かつ次絶 滅 種 (Ｅｘ)

のいずれかに該当する種または亜種Extinct
る。すでに絶滅したと考え ①信頼できる調査や記録によりすでに絶滅したことが確認されてい

②複数の信頼できる調査によっても、生息・生育が確認できなかった。られる種または亜種＊

本道において、過去に生息・生育したことが確認されており、自然界野生絶滅種 (Ｅｗ)

ではすでに絶滅したと考えられているが、飼育・栽培または捕獲・採Extinct in the Wild
本道の自然界ではすで 取された状態で生存・生育が確認されている種または亜種

に絶滅したと考えられ

ているが、飼育等の状

態で生存が確認されて

いる種または亜種

近い将来、極めて高い確率で野生種の絶滅が懸念されており、次のい絶滅危機種 (Ｃｒ)

ずれかに該当する種または亜種Critically Endangered
①既知のすべての個体群で、個体数が非常に危険な水準にまで減少している。

②既知のすべての生息・生育地で、生息・生育条件が極めて悪化している。絶滅の危機に直面して

③既知のすべての個体群が、その繁殖能力をはるかに上回る捕獲・採取圧にさらいる種または亜種

されている。

④すべての分布域において交雑可能な別種・別亜種が侵入している。

⑤すべての分布域において有力な生態的競争種や天敵が侵入している。

現在の状態が引き続き作用するならば、その存続が困難であり、次の絶滅危惧種 (Ｅｎ)

いずれかに該当する種または亜種Endangered
①既知のすべての個体群で、個体数が危険な水準にまで減少している。

②既知のすべての生息・生育地で、生息・生育条件が著しく悪化している。絶滅の危機に瀕してい

③既知のすべての個体群が、その繁殖能力を上回る捕獲・採取圧にさらされている種または亜種

る。

④ほとんどの分布域において交雑可能な別種・別亜種が侵入している。

⑤ほとんどの分布域において有力な生態的競争種や天敵が侵入している。

現在の状態が作用するならば、絶滅危惧種に移行すると考えられてお絶滅危急種 (Ｖｕ)

り、次のいずれかに該当する種または亜種Vulnerable
①大部分の個体群で個体数が大幅に減少している。

②大部分の生息・生育地で、生息・生育条件が明らかに悪化しつつある。絶滅の危機が増大して

③大部分の個体群が、その繁殖能力を上回る捕獲・採取圧にさらされている。いる種または亜種

④分布域の相当部分に交雑可能な別種・別亜種が侵入している。

⑤分布域の相当部分において生態的競争種や天敵が侵入している。



区分及び基本概念 具 体 的 要 件

現在のところ、上位ランクには該当しないが、生息・生育条件の変化希 少 種 ( Ｒ )

によって容易に上位ランクに移行する要素を有するもので、次のいずRare
れかに該当する種または亜種

①環境条件の変化によって容易に上位ランクに移行し得る属性を有するもの存続基盤が脆弱な種ま

(具体的には、次のいずれかの要素を持つこと)たは亜種

ａ どの生息・生育地においても生息・生育密度が低く希少である。

ｂ 生息・生育地が極限されている。

ｃ 生物地理上、孤立した分布特性を有する。

ｄ 生活史の一部または全部で特殊な環境条件を必要としている。

②種の存続への圧迫が強まっているもの。

ａ 個体数が減少している。

ｂ 生息・生育条件が悪化している。

ｃ 過度の捕獲・採取圧による圧迫を受けている。

本道において、地域的に孤立し、あるいは生物地理学的に重要な特徴地域個体群 (Ｌｐ)

を有し、その保護に留意すべきもので、次のいずれかに該当する種まLocal Population
たは亜種の地域個体群

①希少種に準じて保護に留意すべき種の地域個体群で、生息・生育域が孤立して保護に留意すべき地域

おり、その地域において絶滅に瀕しているか、その危険が増大しているもの。個体群

②地方型としての特徴を有し、生物地理学的観点から見て重要と判断される地域

個体群で、その地域において絶滅に瀕しているか、その危険が増大しているも

の。

本道においては、個体群、生息・生育域ともに安定しており、特に絶留 意 種 ( Ｎ )

滅のおそれはないが、次に該当する種または亜種Noteworthy
①国際的、国内的に保護を要すると評価されているもの。保護に留意すべき種ま

②交雑可能な別種・別亜種が侵入し、純血性が失われるおそれがあるもの。たは亜種

＊種または亜種：植物については、種または品種、変種を対象として、評価を行った。


